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1要　旨
これまで一般に統計単位に関わる個体統計情報を反映したものとされて
きた調査票情報は，実際には統計単位の時空間の内なる存在としての情報
特性をその中に同居させている。本稿は，時空間のうち特に空間に関係す
る情報特性に焦点を当て，David Harveyの空間言語を巡る議論を参考にし
ながら，それを試論的に論じたものである。
筆者は本稿での考察によって，（１）Harveyが提起する様々な相対空間
の中で何等かの形で絶対空間と関連づけられるものはそれをレイヤーとし
て捉えることができること，（２）統計単位の所在地点を示す空間言語であ
る経緯度情報を媒介して個々の統計単位とレイヤー上のポリゴン値とをリ
ンクすることによって，相対空間のいわば実質言語化が可能となること，
さらに（３）地理学的研究等によって新たに得られた場所的特性を示す情
報を調査票情報に付加することで，広い意味で空間と関係づけられた規定
要因の寄与分についての計量的評価の可能性等を示唆した。
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2はじめに
個人や世帯，事業所や企業といった統計調査による把握の対象となる統
計単位は，時空間という外的環境の中で活動し，種々の出来事の主体とな
りあるいはその置かれた外的環境から影響を受けつつ時間軸の中で縦断的
に変貌を遂げる社会的存在である。社会的存在としての統計単位が持つ個
体に関する様々な情報特性の中で，調査票という調査のために特別に設計
された様式を介して写し取られた一組の情報が調査票情報である。それは
個々の統計単位という個体の存在の総体としての情報的反映物ではなく，
あくまでも所定の統計調査項目に関して，しかも回答肢等の指定された回
答記載方式に従って得られた情報に他ならない。各統計単位から得られた
このような調査票情報を原情報として集計することによって，各種の統計
表が作成され，提供される。
社会的集団現象の統計調査による把握という調査論を大量観察法として
理論構築を行ってきたドイツ社会統計学派をその系譜に持つわが国の社会
統計学は，統計利用の前工程としての統計データの吟味を踏まえたその批
判的利用を一つの大きな特徴としている。そこでは，統計が持つ社会的性
格を共通の立脚点として，統計調査の企画，実施過程における統計単位，
把握の時点や調査実施の対象領域の選定，調査項目や回答肢の設定，さら
には集計に用いる統計概念といった一連の統計作成過程の各段階に関し
て，それらが統計の持つ社会性の要件に照らして適切に行われているかど
うかの検討を中心に統計の批判的，分析的利用が行われてきた。
これまで統計は基本的に集計量であるとされてきた。その結果，統計学
においても，統計作成の出発点となる原情報としての調査票情報そのもの
がどのような情報性格を持っているか，さらにはそれが統計の社会的性格
とどう関係するかについては，これまで殆ど関心が払われてこなかったよ
うに思われる。
ここで，統計調査において調査票情報がどのように収集されるかを想起
3してみよう。静態統計調査の場合，統計調査による把握の対象となるのは，
時空間の内なる存在としての統計単位である。すなわち，一定の時点
（reference date把握時点）において一定の場所的存在を持つ統計単位が把
握されるのである。このような統計単位から調査票に記載された個々の調
査項目に対する回答として提供されたものが調査票情報に他ならない。
それでは，統計単位の時空間的存在という特徴は調査票情報の中にどの
ように投影されているのであろうか。統計単位が保有する当該項目に対応
するいわば本源的情報が，時間と場所という統計単位の時空間的な存在の
場が持つ種々の規定要因による作用をくぐって具体的な形を取ったもので
ある。言い換えれば，統計単位が持つ本源的個体情報要素のうち調査票と
いう転写装置によって写し取られ，個々の時間ならびに場所が有する独自
のフィルタリング機能を経て観測されたものが調査票情報である。社会的
性格を持つとされる統計に不可避的につきまとう社会性は，そもそも調査
票情報の中にこのような形で組み込まれている。
われわれは，時として統計が持つこのような社会性の一端を統計系列の
中に垣間見ることができる。例えば，時間的特性が調査票情報に作用して
いることの証拠は，反復調査の結果の中に発現しうる季節変動としてそれ
を認めることができる。季節調整法の適用による季節調整済み系列あるい
は対前年同期比による系列は，このような時間と関係づけられた変動要因
を部分的に除去することで，より本源的な動向へ一歩接近することが可能
となる。調査票情報は，曜日，週，旬，月，四半期といったタイムスパン
での季節性の他にも，調査実施の年次によっては特定の景気局面や紛争の
勃発など突発的要因による影響を受け，それによって長期的な構造変化が
攪乱される場合がある。
一方，場所の要因についても，例えば事業所の立地条件の違いがその事
業所が享受できるマーケットを支配し，結果的に売上高等の業績を基本的
に左右する。また，個人についても，その者の居住地区並びに通勤可能地
域の労働市場の条件が，人々の就業行動等に少なからず影響を及ぼしてい
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4ると考えられる。このように，個々の統計単位は，それらが置かれた場所
的特性による影響を受ける。しかしながら，これまでの統計学では，調査
票情報が場所的特性から受ける影響については，時間に関係した諸特性ほ
どには関心が向けられてこなかったように思われる。
ところで，統計における場所あるいは空間情報のこれまでの取り扱いは，
基本的に都道府県あるいは市区町村といった行政区画に基づく地域集計が
主たる表章形態であった。情報処理技術の進展に伴い，その後町丁目，調
査区，メッシュ統計といった小地域集計も次第に拡充されてきた。しかし，
これらも統計単位の集計量による面的表章という限りでは，それまでの地
域集計とその表章形態は基本的に同一である。
伝統的な地域区分として設定された表章境域に属する全ての調査単位集
団が，ある種の場所的特性を共有し，それが他の諸境域に属する集団に対
する場所的特性から明示的に区別されるという保証はない。さもない場合
には，既存の統計のような形で地域集計として表章されている集計結果に
おいては，個々の統計単位に係る調査票情報が受ける場所的特性の作用は
平均化され希釈化されることになる。大数法則が持つ相殺効果により場所
的特性の作用は事実上消滅し，個体が持つ本源的情報があたかも調査票情
報として体現されているかのような幻想が結果的には支配する。統計学が
これまで場所的特性に本格的に関心を向けてこなかったのは，それが場所
的特性を単に面的にしか捉えてこなかったことに起因しているように思わ
れる。
調査票情報がその中に場所的特性による作用の寄与要素を内在させてい
ることについて筆者は，Georg von Mayrの「統計州」をめぐる所説を手掛
かりに，調査票情報への統計単位の所在に係る一連の場所的特性の付加に
よる調査票情報の拡張，さらにはそれによる本源的統計単位情報の識別可
能性を検討した〔森 2013〕。そこで本稿では，都市社会学者としてもその
名を知られているDavid Harveyが彼の初期の代表的著書の中で提起して
いる空間言語ならびに相対空間に関する所説を検討の素材として，場所的
5特性のさらなる拡張について検討を加えてみたい。
１．Harveyの空間言語概念について
著名な地理学者の一人として知られるHarveyは，彼の初期の著作
Explanation in Geography （Edward Arnold, 1969：松本正美訳（部分訳）『地
理学基礎論』1979年)の〈第４篇　地理学的説明のためのモデル言語，第14
章　幾何学─空間形態の言語〉において，事象あるいは出来事と関連した
空間情報の取り扱いに関して興味深い議論を展開している。彼の問題関心
は当然のことながら地理学における空間情報の取扱いにあり，統計におけ
る調査票情報の性格規定という筆者のそれとは異なる。しかし，彼が同書
で展開している「空間言語」に関する議論には，筆者が本稿で課題として
設定した調査票情報の場所的特性，すなわち調査票情報に対して場所に関
連する規定要因の作用を検討する上でいくつかの有益な示唆を含んでいる
ように思われる。そこで以下では彼の立論を筆者なりの観点から読み解き
つつ，そこからどのような含意をくみ取ることができるかを考えてみたい。
（１）地理情報の特異性
Harveyによれば，「地理学の全研究は，空間内の事象や出来事の分布を
取り扱う」。このことから地理学の研究は，空間に関する「概念的枠組みの
展開に依存」〔Harvey 1969 p.191〕してきた。彼は，空間を「地理学の方
法を組織づける根本概念」〔ibid. p.206〕として捉え，それを地理学が科学
であるために依拠する中心概念として位置づける。それにも拘わらず実際
にはこれまでの地理学では，「空間それ自体の持つ性質や，空間概念に与え
られるさまざまな解釈について」〔ibid. p.209〕は殆どそれの研究面での価
値が認められてこなかった。このことが，彼が同書の執筆を決意した大き
な動機の一つであり，「組織概念としての空間の性質」を「方法論的に議
論」〔ibid. p.206〕することが本稿で紹介する第14章の課題とされている。
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6事象の存在や出来事の発生を空間と関連づけて整理し理論的に秩序立て
る際に，地理学は独特な困難，すなわち，「同一の文脈の中で二つの異なっ
た言語体系を用いて作業を行うという厄介な論理的問題」〔ibid. p.217〕に
直面する。この点についてHarveyは，Carnapの諸論を援用しつつ次のよう
に指摘している。すなわち，「空間言語を議論するのに最も有益な方法は，
それを，座標系の使い方を支配している一組の規則とみなすことである。
一般に，空間と時間の中の出来事や事象の位置は，４次元の座標系（x, y，
z, t）によって記述することができる。この体系は，Carnapが時空言語
（space-time language）と呼んでいるものである。それは，非空間的な座標
言語（すなわち，実質言語substance language）と対照をなしている。実質
言語の方は，事象や出来事を，一組の特性（p1, p2, …pn）に関する尺度に
よって認定している」〔ibid. p.215〕と。
ここでは時間言語は，時間軸の要素も含めて４次元の座標系を持つ言語
とされている。地理学的研究という側面に論点を絞るために時間要素を当
面捨象して考えれば，高さに関する情報も加えて３次元の座標系からなる
空間言語と実質言語という二種類の言語の統一体として複合言語化された
情報が地理学的研究の素材となる。その結果Harveyにとっては，「現代の
問題は，…あらゆる地理的情報体系の根底にある論理を検討し，地理学者
が用いることのできる情報群を空間的に秩序づけるような方法を定式化す
ること」〔ibid. p.214〕が重要な課題となる。そして彼はその例として，あ
らゆる情報を場所を表わす列と特性を表わす行，そしてそれらを時間面の
系列に沿って集め」〔ibid. p.214〕る形で表現したBerryの情報形式のダイ
ヤグラムを紹介している。
ところで，統計情報が持つ固有の情報構造特性を明らかにするために，
筆者は以前に各種の映像情報や音声情報等と比較検討を行ったことがある
〔森 2012〕。そこでの知見は，画素あるいはサンプリングという単位が画像
あるいは音声情報を担っていること，そして統計情報として調査票情報か
ら作成された個体レコードを，情報の担い手（data carrier）である個体識
7別情報とそれによって担われる本体情報（data body）との複合体として捉
えることができるというものであった。
このような形で情報の構造を整理するという視点に立てば，Harveyが提
案する空間言語（あるいは時空言語）と実質言語はそれぞれ，data carrier
とdata bodyに相当する。すなわち，Carnapが物（things）と称する事象や
出来事の性質をあらわす一連の情報を，data carrierとしての空間言語が担
っているということになる。Harveyは，「地理学者がどのような言語を使
って情報を秩序づけているのかを識別してこなかったし，地域区分におい
てはこの二つの言語をしばしば混同してきた」〔ibid. p.216〕点に問題があ
ったとして両者の識別の意義を強調するとともに，実質言語と空間言語と
いう「二つの非常に異なった言語を単純に混同してしまうと，誤った結果
に導くだけであろう」〔ibid. p.216〕と警告している。Harveyはこのように
地理空間情報を，実質言語と空間言語という全く性質を異にする二種類の
言語体系の複合情報として捉えることによってはじめて，「データを合理的
に秩序づける」のに不可欠な空間言語に固有の性格規定を与えることがで
き，それの地理学的研究面での役割を明らかにできると考えている。
そこで彼は空間言語の役割について，それが「事象や出来事の位置をで
きるだけ詳細に述べること」〔ibid. p.215〕にあると規定する。さらに，空
間言語がその利用に耐えうるために充足すべき要件として彼は，Nystuen
の所説に依拠しつつ，「地理学者は，自己の目的を追究するに際し，必ず適
切な言語に訴えなければならない。採用された空間言語は，（ⅰ）空間的分
布とその分布を支配している数量形態的法則とを記述し，（ⅱ）過程の作用
と過程法則とを空間的に検討するのに適していなければならない」〔ibid. 
p.191〕としている。
このような空間言語の分析的利用価値に注目するHarveyは，それまでの
地理学の歩みを空間言語の形成という視点から捉え直し，「何世紀にもわた
る地理学の主要な活動の一つは，固有の地名をある座標系によって置き換
え，場所間の諸関係が，ある便利な空間的図式によって一般的に述べられ
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8るようにすることであった」〔ibid. p.213〕，と総括する。そして地理学者
は，経緯度という空間言語を用いることで個々の具体的な地名と関連づけ
られていた場所情報を抽象化し，データ処理上操作可能な空間言語である
座標情報に変換してきたとする。彼にとって「経緯度の体系は事象の空間
的分布を議論し，それら事象間の関係を分析するための，単純にしてきわ
めて有益な空間言語」〔ibid. p.213〕である。言い換えれば，空間分析，時
間軸面での分析に利用可能な測度であることが空間言語たりうるための要
件であるとされている。
（２）絶対空間と相対空間
地理空間情報に関して空間言語の分析的意義を提起するHarveyにとっ
ての次なる課題は，空間言語そのものの基本的性質を明らかにすることに
ある。そこで彼は空間言語について，絶対空間言語と相対空間言語という
二種類の全く性質を異にする言語体系を新たに導入する。
彼は，地理哲学がそれまで依拠してきた地理学的認識論の背後には，カ
ント的空間把握，すなわち，「空間を「容器（container）」とみなす」〔ibid. 
p.208〕空間観があったと考える。Harveyは，地理学が空間の次元に従っ
て組織されたいっさいの現象の研究であり，歴史学は時間の次元に従って
組織された一切の現象の研究であるとするカント的立場に立ち，これら二
つの学問が合わさったものが「知覚の全領域」を構成するとしたHartshorne
の議論を批判的に取り上げる。そこではHartshorneが空間を，「一切の物質
とは独立したそれ自身の存在を持って」おり，空間は物でも出来事でもな
く，それを専ら「物や出来事を入れるための一種の枠組み」〔ibid. p.207〕，
すなわち「絶対空間」〔ibid. p.208〕として捉えているとしている。
Carnapは，存在の場を定義する空間概念として，絶対空間を次のように
与える。すなわち，「物は，空間の一定の領域と時間の一定の瞬間とを占め
る。物は，それが物として存続している間，空間的領域の時間的系列を占
めている。すなわち，物は，４次元の時空連続体の中の領域を占めている
9のである。ある瞬間における物は，いわば，その物によって占められてい
る全時空領域の断面である。それは，物の（または瞬間時における物の）
横断面と呼ばれる。われわれは，物を，そのような横断面の時間系列と考
えている。その物によって占められている全時空領域は，特定の時空点の
集合体なのである」〔ibid. p.215〕と。
ところで，Harveyの空間言語をめぐる議論で特筆すべき点は，絶対空間
を記述する空間言語こそが唯一の空間言語であるとしてきたこれまでの説
に彼が異を唱えていることである。彼は，物理学におけるNewton的世界か
らEinstein的世界への空間概念の研究史の展開を踏まえて二種類の空間概
念の存在を指摘したJammerの研究，すなわち，「空間を，あらゆる物質的
対象が入れられる容器とみなしている－すなわち，空間は絶対的性質のも
のである」ことに加え，「空間を，物質的対象世界の位置的性質とみなして
いる－すなわち，空間は相対的性質のものである」〔ibid. p.195〕とする所
説を援用して，空間を専ら容器とみなすHartshorne の議論がすべてを絶対
空間を支配する計量体系（距離尺度）によって説明しようとするものであ
るとして批判する。なぜなら「絶対空間という考えを前提にすれば，その
空間における測度は，等方性を持ちしかも不変的でなければなら」〔ibid. 
p.210〕ず，その多様性を前提した相対空間の可能性を結果的に排除するこ
とになるからである。
（３）地理学的空間概念としての相対空間言語
Harvey は，空間言語を形式言語として性格規定することが重要である
とする。これまで地理学は，地理学において位置情報として最もよく用い
られる経緯度という測度による分析によってもかなりの成果をあげてき
た。このことが逆に空間言語が本来的に有する形式言語という言語特性を
見えなくしていると彼は指摘する。なぜなら，「地理学研究において…その
ような空間言語を使うときには，その形式的な性質のすべてを理解してお
く必要は必ずしもない」〔ibid. p.217〕からである。
調査票情報論の視点から見た David Harvey の空間言語について
10
Harveyの空間言語を巡る論点で最も注目すべき点は，空間言語の形式言
語化とそれを用いた空間の相対化にある。すなわち彼の空間観の特徴は，
空間言語の形式性に注目して様々な空間言語の可能性，そしてまた，多様
な空間言語が絶対空間とは異なるそれぞれ独自の空間を構成しうることを
提起している点にある。
Harveyは，地理学がこれまで事象や出来事の空間的分布を研究し，分析
する過程で，既に事実上様々な測度を導入してきた点に注目して次のよう
に指摘している。例えば，「経済活動立地論では，距離は費用の点から測定
されよう。情報拡散論では，距離は社会的相互作用の観点から測定されよ
う。人口移動の研究では，介在機会の点から，距離が測定される」〔ibid. 
p.210〕と。また，「立地論研究が，相対空間の概念を発達させてきている。
すなわち，都市は周囲の空間の性質に影響を及ぼし，さまざまな人間活動
は空間の性質を歪める影響場を形成する，等々」〔ibid. p.209〕といった
Olssonの議論なども参照しつつHarveyは，「輸送費用，移動時間，社会的
相互作用，または個々人が思い描く地図によって定義されるような距離の
測定はさらに論じるのが難かしい」〔ibid. p.225〕と考える。彼にとって形
式空間言語を形成する距離は「活動と独立には定義され得ない」ものであ
り，「測度は，活動や対象の影響力によって決定される」〔ibid. p.211〕こ
とになる。このように考えるHarveyにとって，「距離概念は，純粋に相対
的」〔ibid. pp.211-2〕で，「距離は，過程や活動の観点からのみ測定され得
る」ものである。彼にとって，「すべての活動に適用可能な独立した計量
は，存在しない」〔ibid. p.210〕。
Harveyにとっては，空間言語の形式性に着目し分析目的に応じて多様な
空間言語を定義して地理空間情報にアプローチすることで様々な相対空間
を構成することが単に可能なだけでなく，地理学研究が「地理的パターン
を形成している力に関して深い洞察を得ようとするならば，費用・時間・
社会的相互作用などの観点から，距離を測定できるし，また測定しなけれ
ばならない」〔ibid. p.210〕のである。
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Harveyは，そもそも「「空間」という用語は様々な方法で取り扱うこと
ができ，また空間概念それ自体が多面的であること」〔ibid. p.228〕は，す
でにこれまでの地理学における一連の研究からも自明であるとする。地理
学的分析が捉える空間の多様性についてHarveyは，Eisenstadtの所説を援
用しながら，「社会的活動の時間的･空間的方向，その一定の秩序や連続性
は，所与の社会構造がもつ究極的価値に依存している」〔ibid. p.194〕とし
ている。さらに彼にとって「空間概念は文化的背景によって異な」〔ibid. 
p.194〕るものであり，「理論の目的が異なれば，異なった空間概念がそれ
に適していることも明らかである。このようなことから彼は，文化的背景，
知覚能力，科学の目的に従って，様々な意味を持つという点で，空間概念
を「多面的」概念とみなすことは適切」〔ibid. p.197〕であるとする。
このような空間的多様性に対処できるように，「この多面的概念の様々な
側面を議論するのに多くの形式的な言語を使うことができる。銘記さるべ
き教訓は，哲学的研究のためにであれ，経験的研究のためにであれ，空間
概念を堅苦しく考える必要はないということである。従って，その空間概
念は，それぞれの文脈において定義され，それぞれの方法で記号化され，
いろいろな空間言語によって定式化しうる柔軟な概念であるとみなすこと
ができる。…それは，斬新にして創造的な方法によって地理学理論を発展
させるまたとない機会を提供している」〔ibid. p.228〕として彼は空間言語
の意義を高く評価している。
Harveyのような考えに立てば，「活動や対象それ自体が，影響場として
の空間を決定」〔ibid. p.209〕し，「地理学的距離を大圏距離と同一視する
ことは，もはや不可能」〔ibid. p.212〕であり，「もはや空間を容器とみな
すことはできない」〔ibid. p.209〕。そこでは「ユークリッド的な絶対空間
の概念は，もはや有効ではない」〔ibid. p.209〕ことになる。このようなこ
とからHarveyにとっては，「地理学に使えるモデル言語は，潜在的には無
限個存在し，事実，現在でも非常に多く存在」（〔ibid. p.206〕しており，
「適切な空間言語が既に現存していることもあれば，新しい空間言語の開発
調査票情報論の視点から見た David Harvey の空間言語について
12
が必要となる場合」〔ibid. p.191〕もあるのである。このようにしてHarvey
は，「地理学者はこれまで彼らの課題の方法論的展開や経験的研究におい
て，どの程度そのような形式空間言語に訴えてきたのであろうか」〔ibid. 
p.206〕，といった疑問を投げかける。
そこで，「地理学が直面する経験的問題は，こうした場や力の複合体を取
り扱うことのできる幾何学をどのように選び出すか」〔ibid. p.209〕であ
り，「地理学者は，いろいろな言語の中から空間形態を論じるのに適した言
語を選び出し，また目的が異なれば最も有効な言語も異なることを学ばな
ければならないという難しい問題に直面するのである。…地理学者は，是
非とも，一つの空間言語から他の空間言語への翻訳に堪能していなければ
ならない」〔ibid. pp.191-2〕。このような形式化された相対空間言語概念を
持つHarveyにとって，「地理学的分析のためのモデル言語の開発を行おう
としている地理学者に一連の可能な選択肢を示す」〔ibid. p.192〕ことこそ
が同書第14章執筆の動機であった。
（４）幾何学，物理学の展開と相対空間言語
地理学者はそれぞれの問題関心に従った地理学的研究において「ユーク
リッド的以外の空間言語を開発し始め，そのような言語のほうが地理学的
問題を議論するのにもっと適切な手段を提供すると考え始めている」〔ibid. 
p.191〕。にも拘わらず「ユークリッド幾何学は，地理学的問題を議論する
のに適した唯一の空間言語として，長い間，疑問視されなかった」〔ibid. 
p.191〕。それではなぜ，長きにわたり空間言語はユークリッド距離によっ
て定義される絶対空間に関する空間言語と事実上同一視されてきたのであ
ろうか。Harveyによれば，その理由は「ユークリッド幾何学の持つ単純
さ」〔ibid. p.223〕にある。すなわち，「ユークリッド幾何学は，現在でも
地理学研究にとって極めて有効な，よく発達した簡潔な幾何学」〔ibid. 
p.223〕であるからである。これに対して，「非ユークリッド幾何学が最初
に直面した問題は，（その適用面はともかくとして）それにどのような解釈
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を与えるかということであった。なぜなら，非ユークリッド幾何学は，直
接的知覚経験からほど遠い性質を有しているからである」〔ibid. p.200〕。
「ロバチェフスキー幾何学は円周に近づくほど測度が縮小する円の性質を
持った宇宙の内部で生活することに幾分類似している。…リーマン幾何学
は球面の宇宙で生活している住人が考え出す幾何学であろうと思われる」
〔ibid. p.200〕。このようにHarveyは，形式空間言語が作り上げる相対空間
がいわばユークリッド的な絶対空間とは全く異なる世界であるとする空間
観を持っている。
「空間と幾何学に関するカントの見解は，19世紀前半の非ユークリッド
幾何学の発見によって，急速に信用を失っていった」〔ibid. p.208〕。Harvey
は，公理を異にする様々な幾何学が成立しうること，双曲幾何学，ユーク
リッド幾何学，それに楕円幾何学がいずれもリーマン空間に関する曲率を
異にする幾何学であるとするガウスの理論的整理を拠り所として，幾何学
の世界での相対化を論じている。このことを彼は，多様な空間言語，地理
学における多様な距離測度が分析目的での合理性を持つことの一つの論拠
としている。さらに彼は，空間言語を幾何学と関連づけて，「空間形態や空
間パターンという地理学的問題を形式幾何学によって取り扱うことが方法
論的に可能」〔ibid. p.227〕であり，「もし地理学の中に現存している空間
概念が正確で一義的でありさえすれば，そして，もしそれらの概念を議論
するのに適した数学言語が見い出せるならば，地理学においても，形式的
数学言語が効果的に使用できる…。これらの条件が合理的に満たされてい
る多数の事例においては，形式的幾何学の定理を使って，有意味な地理学
的結論を引き出せる…」〔ibid. p.212〕としている。また彼は，位相幾何学
についても，それが「特に連結性を問題にしているので，もし地理学問題
を実際にうまく連結性によって述べることができるならば，位相幾何学の
定理も地理学問題に適用できるのではないか」〔ibid. p.218〕としてその分
析面への適用可能性について言及している。Harveyは，「空間形態や空間
パターンという地理学的問題を形式幾何学によって取り扱うことが方法論
調査票情報論の視点から見た David Harvey の空間言語について
14
的に可能である。…形式空間言語と地理学との間の特別な掛け橋こそは，
十分に探求され強化されるべき第一のものであろう」〔ibid. p.227〕とし
て，その幾何学が与える手法は，その空間言語を用いた解析に全面的に活
用できるとする。その意味で，「形式空間言語と地理学との間の特別な架け
橋」を探求していくことが，まさに地理学にとっての重要な研究課題にな
りうるのである。
Harveyは，物理学における空間把握の展開にも言及し，物理学において
も空間の相対化が行われてきた事実を指摘する。彼は，Riemannが「空間
における同質的な計量場（metric field）の仮定が理想化された概念である
こと」〔ibid. p.202〕，そして「磁場や電場が磁極や電荷の分布に依存して
いるのと全く同様に，空間の計量的構造も物質の分布によって決定される」
〔ibid. p.202〕ことを指摘したとのJammerの所説を援用しながら，「空間的
な広がりは，物質が及ぼす作用の強度を測る唯一の測度」〔ibid. p.207〕で
あり，「活動や対象それ自体が，影響場としての空間を決定する」〔ibid. 
p.209〕として，空間に関する測度が物の分布に依存して決定されると考え
ている。
Riemannが一般理論の形で提唱した多様な空間の存在可能性は，絶対空
間に基づくニュートン物理学からEinsteinの相対性理論による重力によっ
て歪められた空間が存在するという事実によって現実のものとなった。す
なわち，「相対性物理学が物理空間の特徴とする幾何学的構造は，球面の幾
何学的構造を，もっと正確に言えば，ジャガイモの表面のような閉じた有
限的な表面を，３次元の世界に類推したもので…表面の曲率は，その点の
近傍に存在している物質の分布によって決定される。太陽のような質量の
大きい物質が近くにあると，空間は強く歪められる。他方，物質の分布が
まばらな場所では，その宇宙の構造は近似的にユークリッド的である」
〔ibid. p.202〕と。このようにHarveyは，空間の解析論理としては幾何学
を，また空間の現実的存在形態としては物理学における空間観を取り上げ，
いずれにおいても，絶対空間を唯一の空間としてきた空間観がその後の学
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問の進歩の中で見直されてきたとする。これが，彼の地理学的問題を議論
するのにもっと適切な手段としてのユークリッド的以外の空間言語，さら
には相対空間の可能性ならびに妥当性を根拠づけている。
Harvey によれば，これまでの多くの地理学研究からも明らかなように，
「距離は多様な方法で測定され…空間はそこでの活動量に応じて歪められ
る」〔ibid. p.221〕。その意味で，「空間」という用語は様々な方法で取り扱
われ，「空間概念はそれ自身多面的である」〔ibid. p.228〕。そこでは彼は，
「測度は，活動や対象の影響力によって決定される」〔ibid. p.211〕もので
あり，「距離は，過程や活動の観点からのみ測定」できるもので，「すべて
の活動に適用可能な独立した測度は，存在しない」〔ibid. p.210〕とする独
自の空間観を表明している。
様々な距離概念を生み出しうる「社会的活動の時間的・空間的方向，そ
の一定の秩序や連続性は，所与の社会構造が持つ究極的価値に依存」〔ibid. 
p.194〕しているものであり，そういった意味でHarveyにとって，「地理学
の空間概念は経験に基礎を置いている。…その経験は，身体的経験に依存
しているだけでなく，ある特定の社会の中で蓄積された文化的経験にも依
存している。空間概念を，特定の文化がもっている言語・技術・科学を通
して作り上げられたものとしてみなさない限り，地理学の空間概念を理解
することは不可能である。それゆえ，特殊な地理学的空間概念は，ある広
範な文化的経験の中に埋め込まれているのである。しかし，地理学の空間
概念は，一部，地理学独自のものである。この点で，「空間と距離」の概念
の独特の解釈の仕方は，地理学の本質を構成している学問的文化領域の存
在を確認するための，重要な指標の一つである」〔ibid. p.227-8〕。
このように，Harveyは，個体の関係が独自の空間を構成し得るし，地理
学はそれを独自の距離概念によって理論化してきたとする。「社会空間
social space」〔ibid. p.191〕とでもいえる多様な空間の併存が，地理学が持
ちうる独特の空間概念であるとする。「理論の目的が異なれば，異なった空
間概念がそれに適していることも，明らかである」〔ibid. p.197〕。地理学
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的分析者が分析目的に適合した空間言語を選択し，あるいはそれを新たに
提起しなければならないと彼が主張するのはこのような理由からである。
（５）Harveyの相対空間言語と場所的関係特性
以上見てきたように，空間言語に関するHarveyの所説の独自性は，第一
に事物あるいは出来事といった分析対象の地理的分布あるいは空間的相互
関係の分析に対して，位置とは全く独立に非空間属性を表現する実質言語
と，非空間属性とは独立した情報として位置のみを表現できる空間言語と
いう全く性質を異にする二つの言語体系を導入〔塚井2005 p.2〕したこと，
第二に空間言語に関連して，従来の地理学研究において支配的とされてき
た事物等の存在の容器としての絶対空間に加えて多様な距離概念の可能
性，またそれらによって定義された様々な相対空間を導入することによる
地理学研究の新たな展開可能性を指摘した点にある。
このようなHarveyによる空間の相対化論の背景には，「地理学の空間概
念」を「経験に基礎を置」くとしながらも，「その経験は，身体的経験に依
存しているだけでなく，ある特定の社会の中で蓄積された文化的経験にも
依存している」〔Harvey 1969 p.227〕とする彼の発想がある。このような
文化的経験は「所与の社会構造が持つ究極的価値に依存」〔ibid. p.194〕し
ているものであり，それは「社会的活動の時間的･空間的方向，その一定の
秩序や連続性」〔ibid. p.194〕を規定する。そして最終的にHarveyは，「活
動や対象それ自体が，影響場としての空間を決定する」〔ibid. p.209〕とま
で言い切る。
時空間における事象の存在それ自体あるいはそれらの活動の在り様が局
部的に空間のひずみを作り出す。これまでの地理学的分析の取り組みにつ
いてHarveyは，このようにして成立する多様な相対空間の測度として地理
学はいろいろな距離測度を導入してきたとして評価する。すなわち，彼に
とっては「距離は活動と独立には定義」〔ibid. p.211〕できないもので，「測
度は，活動や対象の影響力によって決定される」〔ibid. p.211〕ものなので
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ある。地理学者は，ユークリッド的空間言語以外の多様な形式空間言語を
自らの分析目的に従って導入することによって，様々な相対空間を設定す
る。これこそが，「斬新にして創造的な方法によって地理学理論を発展させ
るまたとない機会を提供」〔ibid. p.228〕することになると彼は考えている。
以上からも分かるように，Harveyが提起する空間言語の最大の特徴は，
事物の存在や活動の結果として作りだされる多様な相対空間を説明するこ
とのできる測度としての形式言語である点にある。また彼にとって相対空
間とは，局所的にひずみを持つ空間も含め，経験的に位置関係が特定でき
る絶対空間とは次元を異にするもので，事象の存在あるいは異なる活動強
度を持つ事象の空間的位置関係が作り出す空間に他ならない。このように
彼は，空間概念の拡張機能を空間言語のまさに「形式性」に求めたのであ
る。
３．調査票情報の場所的特性要素としての場所特性と場所的関係特性
（１）空間言語としての経緯度が持つ二面性
本稿の最終的な課題は，調査票情報に内在する場所的特性要素を特定し，
調査票情報におけるそれらの寄与についての認識論的位置づけを与えるこ
とにある。筆者のこのような問題関心から空間言語に関するHarveyの議論
を読み直してみた場合，彼とは異なる空間言語に対する解釈が成立するよ
うに思われる。
空間言語の多様性を主張するHarveyも，例えば経緯度の体系が，「事象
の空間的分布を議論し，それら事象間の関係を分析するための，単純にし
てきわめて有益な空間言語を構成している」〔ibid. p.235〕ことを認めてい
る。なぜなら，「地理学の空間概念からすれば，ユークリッド体系は，多く
の状況で，合理的な近似を与え」〔ibid. p.247〕，従って「ユークリッド幾
何学は，地理学研究に非常にうまく適用できる，よく発達した簡潔な幾何
調査票情報論の視点から見た David Harvey の空間言語について
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学」〔ibid. p.246〕であり，「多くの場合，ユークリッド幾何学のもつ単純
さは，大きな強みとみなす」〔ibid. p.245〕ことができるからである。
ところで，統計調査において把握の対象となる統計単位の存在の場を示
す経緯度情報という空間言語は，一方では，統計単位を収容する「容器」
としての絶対空間における地点参照言語としての役割を持つ。それは，い
わば絶対参照空間言語とでも名付けることのできる空間言語であり，経緯
度は，あくまでも統計単位の現実的存在の場所とリンクされることによっ
て初めて意味を持つ。従って，この種の空間言語においては，その非形式
性にこそその意味がある。
同時に他方で経緯度情報は，演算言語としての空間言語という性質も同
時に兼ね備えている。空間言語の演算言語としての機能は，それぞれが指
し示す具体的な場所ではなく，あくまでもそれぞれの位置関係すなわち位
置の相対参照として演算処理の可能なベクター型言語として意味を持つも
のである。例えば，事象存在の密度，集積度，あるいは分布パターンにつ
いては，空間言語を用いることによって一定の境域ないしは個体間の距離
あるいは距離の分布形状が計測される。また，時間距離や費用距離といっ
た測度単位は，局所的に異なる重みづけをされたひずんだ構造を持つ非ユ
ークリッド的空間を形成する。そこでは，個々の地点情報は，分析目的に
よって異なる種々の距離測度によって計測される端点としての意味を持っ
ているだけである。このような特異な空間においては，経緯度情報が本来
保有していた絶対参照としての機能は完全に削ぎ落とされ，分析目的に対
応して定義されたそれぞれの距離概念に従う演算機能に特化した操作概念
としての形式空間言語となる。すなわち，経緯度情報は，ここではHarvey
の言う形式空間言語へと転化する。
ところで，調査票情報に対する場所的特性の作用について検討する際に，
経緯度情報の形式空間言語への転化に関して，一つの重要な留意すべき事
項がある。それは，Harveyが相対化された空間として提起している空間に
おいても，統計単位の所在に関わる絶対参照としての位置情報との関連性
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が何らかの形で確保されている場合，それはわれわれにとって意味を持ち
うるということである。
（２）統計単位に作用する場所的特性
ここでは，若干の例を示すことによって，統計単位に対して作用を及ぼ
しうる場所的特性の分類区分を与えておこう。
（ⅰ）自然的な場所的特性
それぞれの地理上の地点が有する海抜高度，方位，傾斜度，地質，地盤，
気候などといった場所的特性は，人間の営みによって部分的に改変される
場合がないわけではないが，基本的にはそれぞれの経緯度という絶対参照
地点情報がdata carrierとして担ういわば実質言語としての自然的特性と
して捉えることができる。なお，ハザードマップにおける時間雨量レベル
による水没危険地区としての境域区分などは，単位時間降水量に対する水
没可能性といった純粋に自然的条件というよりは，治水対策や土地利用と
いった人々の営為の結果という側面も同時に併せ持っている。
（ⅱ）営為による場所的特性
①制度的特性
行政は，個別行政法規その他に基づき，土地の利用に関して都市計画区
分，建蔽率，容積率，建造物の高度制限など様々な制約を設けている。ま
た自治体によっては，域内への産業誘致のために一定期間減免税措置ある
いは経済特区などを設けている場合もある。
これらはそれぞれ独自の境域群から構成される空間を作り上げる。視点
を変えてそれを場所という側面から見た場合，個々の地点は，data carrier
としてそれぞれ異なる一組の制度的特性要素ベクトルを構成する一組の数
値群を背負っていることになる。このカテゴリーに属する特性要素の特徴
は，その境域が制度的に確定されている点にある。
②利便度特性
最寄りの鉄道駅やバス停といった公共交通機関までの距離，公共施設や
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商業施設までの距離，インターチェンジや空港・港湾までの距離について
は，ユークリッド的な意味での二次元平面上の直線距離だけでなく，トラ
ッキングの要素や運航ダイヤの粗密等を加味した実質的な時間距離，ある
いは移動に要する費用距離といった様々な距離測度に基づく相対空間を与
えることができる。利便度特性については，それぞれの空間上で利便度を
計測しそのレイティング結果を利便度指標値として用いることで，空間を
等利便度の境域群に分割することができる。
絶対参照空間言語としての経緯度が空間内のいずれかの境域内の地点と
対応づけられている場合，個々の地点はそれぞれ異なる一組の利便度特性
要素からなるベクトルを背負っていることになる。このカテゴリーに属す
る特性要素の特徴は，その境域群が補完推計も含めて計量的評価の結果と
して事後的に与えられる点にある。
③統計単位の所在に関わる場所的特性
このグループに区分される場所的特性は，個人や世帯，事業所や企業と
いった統計単位の存在を面積に対する関係あるいは特定の境域内の属性別
構成について指標化したものである。それぞれの地域の人口や事業所の密
度，人口の属性別構成，労働需給の状況，犯罪率といった一連の指標がそ
れにあたる。この種の場所的特性の特徴は，それらが境域内の平均値を与
え，しかもその計数値が境域の大きさの取り方によって変化しうる点にあ
る。
④要素間の場所的関係特性
このグループに区分される場所的特性は，個人や世帯，事業所や企業と
いった統計単位の場所的存在を単位間の相互の関係として指標化したもの
である。事業所等の集積度や立地競合状況などがそれに該当する。これら
のスコアは統計単位が現実に存在する絶対参照としてではなく，あくまで
も統計単位間の距離という相対参照による空間言語に基づく計測結果とし
て得られるもので，そのレイティング結果に基づいて個々の空間をそれぞ
れいくつかの等しいスコアからなる境域群に区分することができる。統計
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単位が与える絶対参照空間言語としての経緯度が，個々の相対空間上でそ
れを構成するいずれかの境域内の地点と対応関係を持つ場合，個々の地点
はそれぞれ異なる一組の場所的関係特性値から成るベクトルを背負ってい
ることになる。
⑤その他の場所的特性
上記の①～④に類別した以外にも，調査票情報を制約しうる場所的特性
を構成する要素がある。２，３の例を挙げれば，通過人口，緑地被覆率，
地価，テナント料といったものがそれに該当する。
４．場所的特性の実質言語化
（１）Harveyの実質言語のポリゴン値としての解釈
Harveyは，いろいろな距離測度を持つ形式空間言語によって様々な空間
の構成が可能であるとして空間概念の相対化を行っている。彼の相対空間
を今日のGISの用語法を用いて捉え直すとすれば，それはいろいろな形で
定義された距離概念によって構成され，事象ならびにそれらの関係性の強
度によって局所的に歪められた空間という形を持つ一つ一つのレイヤーに
相当する。その意味では，彼が言う地理学者の仕事とは，多様な測度概念
によって成り立つそれぞれ固有なレイヤーを作り出すことにある。
個々のレイヤーにおいては，それぞれの場所的特性に関して相互に排反
的な境域によって相対空間全体が網羅的にカバーされ，個々の境域にはそ
れぞれ固有の場所的特性値が付与される。言い換えれば，相対空間は，そ
れが筆者の場所的特性を特徴づけるものとして機能しうるためには，それ
ぞれの場所的特性に関して，固有のポリゴン値を場所的特性値として持つ
ポリゴンによって網羅的に覆われているひとつのレイヤーを形成している
ものでなければならない。相対空間が何らかの形で絶対参照言語との関連
づけが可能で，任意の絶対参照言語に対して必ず何らかのポリゴン値を与
調査票情報論の視点から見た David Harvey の空間言語について
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えることができる場合，それはレイヤーとしての要件を充足している。
Harveyの用語法を用いれば，このような相対空間においては，場所的特性
の実質言語化が行われているのである。
統計単位の所在の場所という絶対参照空間言語とレイヤー上の形式空間
言語の与える地点情報とが何らかの形で関連づけられ，しかも任意の絶対
参照空間言語情報に対して場所的特性値をポリゴン値として与えることが
できさえすれば，地理学による研究成果は，調査票情報に対する場所的特
性の作用の特定というわれわれの目的にとって意味を持ちうる。この点さ
え保証されていれば，形式空間言語によって構成される空間が局所的にど
のように歪められた空間であっても，レイヤーとしての有効性は損なわれ
ることはない。例えば，移動費用あるいは移動時間という空間言語を用い
て表現した場合にそれが与える図式的表現は，われわれが日常的に目にす
る地図表現とは全く異なるものである。このような場合にも，統計単位の
存在する絶対参照空間言語によって表現された個々の場所情報が持つ場所
的特性値としての費用あるいは時間情報が付与できさえすれば，いずれも
レイヤーとしての資質を備えていることになる。
（２）マイヤーの統計州と統計地理法による場所的特性要素の統御
筆者は，ドイツ社会統計学派の泰斗とされるGeorg von Mayr (1841-
1925）の統計州（statistische Provinzen）ならびに彼が提起する統計地理
法による場所的特性の統御可能性についての議論を手掛りに，調査票情報
に対する場所的特性の作用と関連づけながら，統計的個体レコードの拡張
について論じたことがある〔森 2013〕。そこでは，現在われわれが利用で
きる情報技術の水準を所与とすれば，分析的意味を持つ彼の統計州概念に
対する新たな展開が可能であること，すなわち，マイヤーの統計州を究極
的に個々の統計単位そのものの地点情報にあたる経緯度情報に還元するこ
とで，（a）経緯度をリンクキーとして場所的特性に関する様々な情報を新
たな変数として事後的に既存の調査票情報に付加し，それによってそのレ
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コード的な拡張を行うことができること，また（b）それによって社会的な
存在としての統計単位の統計的反映とされる調査票情報に内在する場所に
よる被規定性の関与分を部分的に排除できること，そしてこういった分析
的作業を通じて，最終的に（c）調査票情報に関して統計単位が本源的に有
している情報への接近を図れるのではないか，といったようなことを論じ
た。
そこで述べたことを改めてHarveyの用語法に翻訳するとすれば，次のよ
うになるであろう。すなわち，経緯度という空間言語が持つ二側面のうち
絶対参照空間言語をリンクキーとして形式空間言語が与える種々の相対空
間上の位置と関係づけることで，絶対参照空間言語に対して相対空間上の
場所特性値が与えられる。それは，形式空間言語によって定義された相対
空間が，場所的特性値という新たな実質言語を創出し，それを既存の調査
票情報にデータ統合することができることを意味する。このようにして拡
張された調査票情報は，それがより深い統計的認識を獲得するための統計
的資料を提供するものであり，それは新たな統計データ論の地平を拓く可
能性を秘めている。
筆者が主張するこのような調査票情報の展開方向は，集計量ではなくあ
くまでも個々の統計単位に関わる個体情報としての調査票情報を出発概念
として礎定することによって初めて可能となるものである。この点につい
ては，また機会を改めて論ずることにする。
（３）絶対参照空間言語によるデータ統合─場所的特性の実質言語化
相対空間が上述したようなレイヤーとしての要件を充足している場合，
絶対参照空間言語としての経緯度情報は，各レイヤー上のいずれかのポリ
ゴン値と「１対１」（あるいは「ｎ対１」）の関係でもって対応づけられる。
そのようなレイヤーの形で与えられる変数についてわれわれは，統計単位
の存在の場所情報を与える経緯度情報をリンクキー変数として，ポリゴン
群によって排反的でしかも網羅的に全域がカバーされた様々な測度によっ
調査票情報論の視点から見た David Harvey の空間言語について
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て構成された（非）ユークリッド空間としての各レイヤー上のポリゴン値
を，いわば縦断的にリンクすることができる。言い換えれば，絶対参照空
間言語としての経緯度情報をプラットフォームとして持ち，それをリンク
キーとする一種のリレーショナルなデータベースをわれわれは構築するこ
とができる。図１は，経緯度情報による場所的変数値のリンケージの概念
図を示したものである。
筆者は，本稿第３節（２）において，統計単位に作用しうる場所的特性
の類型化を試みた。Harveyの空間言語論は，事象の関係そのものもまた一
つの空間を構成しうることを示唆している。Harveyの用語法によれば，事
象の関係それ自体を形式空間言語である演算用言語を用いて計測し，その
評価単位によって相対空間を構成することができる。このような事象間の
図１　場所的特性の実質言語化
絶対参照空間言語 統計単位の
存在の場
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関係に基づく相対空間であっても，絶対参照空間言語としての経緯度と何
らかの形で対応関係をつけることができさえすれば，場所的な関係特性の
指標としてのレイヤーの資格を持ちうる。場所的特性の諸類型の中で筆者
が営為による場所的特性の④「要素間の場所的関係特性」として分類区分
したのは，相対空間のうちレイヤーとしての要件を充足しうる場所的特性
を想定して設けたものである。
図２は，場所的特性を（a）狭義の場所特性と（b）Harveyが提起してい
る関係に基づく場所特性（以下，「空間的関係特性」）とに区分することに
よって，それらが経緯度情報を介して統計単位と関係づけられていること，
そしてまた個々の統計単位の存在環境に関する情報を与える相対空間が実
質言語化される過程を図式化したものである。
統計単位の実在の場を与える絶対参照空間言語としての経緯度情報をキ
ー情報として用いることでわれわれは，場所的特性情報（狭義の場所的特
性情報，空間的関係特性情報）の実質言語化，すなわち，統計単位の統計
的反映である調査票情報を，空間的な側面に関して外的に制約する実質言
語へと変換することができる。
新たに実質言語化された場所的特性変数を調査票情報から編成される個
体レコードに追加変数として付加することによって，実質言語としての個
図２　場所的特性情報の実質言語化
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体レコードの拡張を行うことができる。これは，既存の調査票情報の絶対
参照空間言語（経緯度情報）を媒介したひとつの情報面での外延的拡張を
意味する。図３は，経緯度情報を介して個々の統計単位の存在の場に係る
場所的特性を実質言語として追加することによって，統計個体レコード情
報が拡張される様子を図式化したものである。
むすび
Harveyは，地理学基礎論だけでなく多岐にわたる分野において影響力の
大きい多くの著作を世に問っている傑出した研究者の一人である。本稿で
取り上げた空間言語の形式性ならびに空間の相対性を中心とした独自の空
間観をめぐる議論は，彼の初期の労作として知られているExplanation in 
Geographyの第14章において取り上げられているものである。筆者は本稿で
Harvey論を展開したつもりもなければそれだけの能力もない。今回の考察
は，あくまでも彼が提起している空間言語の形式性あるいは相対空間に関
する所説を筆者なりの視点から読み解くことで，今後筆者が調査票情報を
中心概念としたデータ論を展開するための概念整理のための示唆を得るこ
とを目的としている。
これまで統計ならびに統計学では調査票情報は，Harveyの用語法を用い
図３　新たな実質言語の付加による調査票情報の外延的拡張
調査票情報
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るとすれば，事実上「実質言語」として取り扱われてきた。これまでの統
計学が統計を社会的なものと規定しつつも，その社会性を統計データ論と
して展開しきれていない根本原因が，まさにこの点にあるように筆者には
思われる。調査票情報は，統計単位が持つ個体情報を，絶対空間としての
時空間におけるある時間と場所要素を持つ特定の座標において捉えた情報
的反映物に他ならない。ここでの座標は，単に調査票情報という実質言語
の時間的・場所的担い手（data carrier）として機能しているだけでなく，
それらが持つ時間的，場所的特性を調査票情報の中に持ち込む媒介項の役
割も果たしている。後者は，統計単位としての個体が本来的に有するいわ
ば本源的個体情報の時間的・場所的フィルタリングにあたるものである。
調査票情報は，統計調査において個々の統計単位が把握された時点なら
びに場所（地点）情報を持っている。本稿では，特にこのうちの場所情報
に論点を絞って，それの調査票情報との関連について考察を行ってきた。
調査票に記入された個々の統計単位の存在の場所を示す住所や所在地とい
った場所情報は，それ自体はアナログな文字情報であり，一般には非統計
項目とされてきた。従来の統計での取り扱いにおいては，調査票に記載さ
れた場所情報そのものがコード化され集計に用いられることはなかった。
その代理変数として，自治体コードあるいは調査区コードが地域表章のた
めの場所情報を専ら提供してきた。
筆者は本稿で，Harveyと同様に，この場所情報を空間言語として捉える
立場に立つ。ただし，彼と異なるのは，Harveyが強調するような単に形式
空間言語としてだけでなく，絶対参照空間言語と形式空間言語という二面
性を持つ空間言語として位置づけている点である。
統計調査の対象となる個々の統計単位は，その社会的存在，すなわち時
空間の内なる存在性の故に，その存在の座標が有する時間的・場所的被規
定性を調査票情報の中に内在させている。これらの情報要素のうち場所に
関係する部分については，絶対参照空間言語を介したデータ統合（data 
integration）によって，調査票情報という既存の実質言語を拡張すること
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でそこに内在する地域的特性として析出できるのではないか，そうするこ
とで統計の社会性の一端を統計データそのものの中に取り込むことができ
るのではないかというのが，筆者の本稿におけるそもそもの問題意識であ
った。以下に，Harveyの所説の特徴と評価点，調査票情報との関連で見た
場合の彼の議論の位置づけなどを筆者なりに整理しておくことで今回の考
察のむすびとしたい。
本文でもすでに論じたように，Harveyはまず空間情報を実質言語と空間
言語とに区別している。また彼は，事象や出来事の分布を扱う概念的枠組
みを構成するのに空間言語が不可欠であるとして，それに独特の意味づけ
を与える。特に彼は空間言語の形式性に注目し，事象や出来事の発生ある
いは存在の場すなわち「容器」としての絶対空間を構成する絶対参照言語
に加えて，容器の内なる存在である事象の相互関係を形式空間言語を用い
て翻訳することで様々な相対空間を構成できると考える。Harveyにとっ
て，地理学研究を発展させるためには空間の相対化にむしろ積極的な意義
があるのである。Harveyによれば，このような空間観は単に彼の主観的想
像の産物ではなく，現実に立地論を初めとするこれまでの地理学研究が具
体的に提起しているものであり，それはまた物理学や幾何学の発展の方向
とも整合的なものである。彼の空間言語に基づく空間観の特徴は，それま
で地理学が空間に関して事実上所与としてきた絶対空間の他にも多様な形
式空間言語によって定義される相対空間が存在しうることを主張した点に
ある。
これに対して筆者は，空間の取り扱いに関して，Harveyとはやや立場を
異にする。その立場の違いは，Harveyの議論を地理学の視点から意味づけ
るのではなく，あくまでも統計の社会的性格に照らして，調査票情報がま
とっていると考えられる社会的被規定性，特に統計単位の空間的存在の統
計的認識論上の帰結としての場所的被規定性に関する立論を展開するため
の示唆を得るという筆者の問題関心に根差すものである。
それでは，形式空間言語と相対空間をめぐるHarveyの議論からわれわれ
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は一体どのような含意をくみ取ることができるのであろうか。本稿が課題
とする調査票情報の性格規定に照らして，われわれはそれをどういう方向
に展開できるのであろうか。
地理学的研究は，事象あるいは出来事の空間的分布の特徴やそこに貫く
規則性の析出を主要な課題とする。地理学者としてのHarveyの議論の独自
性は，空間言語の形式性という視点から，個々の分析者の独自の分析目的
に対応した様々な距離あるいは測度概念を設定し，独自な空間を構成しそ
れを分析することに積極的な意義を見出している点にある。特に彼が提起
する多様な相対空間とは，一つにはそれが空間内に存在する物の分布ある
いは相互関係がいわば非ユークリッド的な局所的にひずんだ空間を形成す
ること，そして地理学者はそれぞれの分析目的に応じた固有の測度概念を
導入することによってそのような空間の構造解明にあたる，いわばそのた
めの分析装置といった意味合いを持つ。
Harveyの相対空間概念を特徴づける事象の存在さらには事象間の関係
が作り出す空間を筆者の視点から捉え直せば，それは，統計単位あるいは
それ以外の事物の相互間の位置関係を何らかの測度を用いて計測し，その
結果を空間表現したものに他ならない。本文において筆者が，狭義の場所
的特性に加えて，場所的関係特性として新たに提起したものがそれにあた
る。
統計単位がまとう社会的性格の一端としての場所的特性を（狭義の）場
所的特性として調査票情報に追加変数として付加することによる調査票情
報の拡張可能性，さらには場所的特性の新たな変数としてのモデルへの取
り込みによる場所に起因する種々の被規定要因の統御可能性については別
稿ですでに論じた〔森 2013〕。これとの関連で言えば，場所的特性に関し
て場所的関係特性なるものの存在を示唆しているという点で，Harveyの議
論は調査票情報の情報特性の解明を課題とする筆者に場所的特性の外延的
拡張の有効な手掛かりを与えるものである。
その一方で筆者は，相対空間の意味づけに関してはHarveyとは見解を異
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にしている。絶対参照空間言語を介してリンクされる様々な場所的特性が，
事象や出来事，すなわち統計調査の対象としての統計単位，さらにはその
情報的反映である調査票情報に対してどのような有意な作用を及ぼしてい
るか，またその寄与の程度を特定することによる統計単位が本来的に有す
る本源的個体情報の析出という発想はHarveyにはない。なおこの点につい
ては，言うまでもなくHarvey本人に特に非があるわけではない。それは単
に調査票情報の情報特性の解明という本稿での課題設定に由来する相違に
過ぎない。
調査票情報がまとう場所的被規定性とは，統計単位の存在の場が与える
絶対参照空間言語と関係づけられた相対空間としてのレイヤー上の各地点
がポリゴン値として持つ場所的特性値をその強度として持つ場所的特性の
作用と考えることができる。言い換えれば，統計単位が持つ本源的個体情
報が，場所的特性変数の実現値であるそれぞれの場所的特性値に応じて
種々の強度のフィルターの作用を経て具体的な形をとったものが調査票情
報に他ならない。
地理学者としてのHarveyにとっての主たる関心事は，分析目的に適合し
た形式空間言語による事象や出来事の地理的分布やそれらの関係の分析に
ある。こういった地理学的研究が，結果的に様々な相対空間を形作ること
になる。それらは，多くの場合には非ユークリッド的なひずんだ空間を与
える。地理学者にとっては，一つひとつの相対空間の構造を含めたその在
り様そのものがまさに分析的関心事項である。従って，当然のことながら
Harveyには，調査票情報に内在する場所的特性に由来する寄与要素の識
別，除去という発想はなく，個々の統計個体レコードと該当する場所的特
性変数値とをデータ統合するために不可欠なレイヤーとしてのひずんだ相
対空間と統計単位の存在の「容器」としての絶対空間とをいかに関連づけ
るかという発想はない。
一方，筆者は，統計データ論の観点から社会的性格を持つ統計単位の情
報的反映である調査票情報の特性を明らかにすることを本稿での課題とし
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ている。筆者の関心は，実質言語（p1, p2, …pn）が，空間言語によって関
連づけられる様々な場所特性要素の作用によって本来の情報の姿から変容
を受けていることの認識論的な意味づけを与えることにある。そこでは，
調査票情報に内在する場所的特性の寄与分を特定し除去することによって
個体由来の諸特性を特定し，それによって統計単位というそれぞれの個体
が本来的に持っていると考えられる本源的個体情報の情報特性にいくらか
でも接近できるための方法論の構築をその目的として設定している。従っ
てそこで問題となるのは，Harveyのような個々の相対空間の在り方そのも
のではなく，相対空間の調査票情報との関係の在り方である。
統計データ論という視角から統計における調査票情報の性格規定を行お
うとする筆者にとって，Harveyの相対空間論が意味を持つのは次のような
文脈においてである。すなわち，形式空間言語によって張られた空間は，
それがレイヤーとしての要件を充足した瞬間に，場所的特性値という実質
言語を新たに与えることになる。それは，空間言語の実質言語化といえる
ものであり，これについて筆者は本稿での考察の中で，（１）Harveyのい
う形式空間言語によって作られる相対空間が，絶対参照空間言語との関連
ならびにレイヤーとしての要件の充足という一定の条件の下で実質言語化
されうること，また（２）経緯度情報を絶対参照空間言語として位置づけ
ることによって，調査票情報という実質言語のデータ統合的な拡張が可能
なることを示した。
今回の考察を終えるにあたって，現時点において筆者が想定している調
査票情報の特性要素の構造の概略的なスケッチをここで与えておくことに
しよう。
本稿の冒頭部分において筆者は，統計の社会的性格との関連で，統計単
位に対する時空間による影響について述べた。統計単位は，個体として時
空間の内なる存在として，時間ならびに場所（空間）による種々の制約を
受けているだけではない。統計単位としての個体は，周囲の個体と様々な
関係を取り結びつつ，同時点あるいは異時点での情報に基づき判断，行動
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する主体として社会を構成する要素となっている。その意味では，個体が
相互に作り上げる関係性もまた統計単位が持つ社会性の一部を構成しう
る。そこでは統計調査の対象として取り上げられる統計単位としての個体
は，個体相互に社会的関係として作り上げるネットワークの結節要素の一
つとしての個体であり，それらは相互に孤立した無機的存在ではなく時空
を貫き相互に連関する社会的集団現象の諸側面を作り上げる主体なのであ
る。
Harveyが同書において相対空間として論じているものは，形式相対言語
によって記述し，計測することのできる場所的関係特性にあたる。あくま
でもその単なるアナロジーによる推測の域を出るものではないが，仮に形
式的時間言語というものが想定できるとすれば，それを用いて記述，計測
することのできる時間的関係特性というものも同様に存在しうるように思
われる。さらには，これらの他にも，場所や時間といかなる意味において
も関連づけることのできない個体間の関係特性というものもありうるであ
ろう。その意味では，関係特性は，統計単位間の相対的位置関係によって
作られる環境要素としての場所的関係特性，自己回帰などの時間的関係特
性，さらに場所にも時間にも還元できない関係特性の三つの関係特性群に
類別できると考えられる。Harveyによれば，個体の存在が独自の距離関係
を作り出すことによって，それが結果的に相対空間を形成する。しかし，
ここでの第三のカテゴリーの関係特性との関連で言えば，単に距離概念だ
けでは定義することのできない関係性も現実には存在しているように思わ
れる。
統計調査の対象となる統計単位は社会的存在である。そのため，統計単
位はその社会性により，場所的特性，時間的特性，そして関係特性要因が
それに対して作用を及ぼしうる。その意味では，調査票情報は，これらの
特性要因の作用というフィルターをくぐって具体的な形態をとった情報と
して捉えることができよう。場所的特性と時間的特性が場所（空間）言語
あるいは時間言語によって与えられるという意味では，時間的関係特性と
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場所的関係特性もまた場所的特性と時間的特性の構成要素をなすものと考
えられる。本稿で考察したHarveyの相対空間に関する議論は，このうち場
所的関係特性に関わるものである。図４は，この点も含め，調査票情報の
特性要素別の構成を図式化してみたものである。
これまでの統計学は，集団を反映した集計量として統計を位置づける統
計観に立脚してきた。筆者にとっての目下の関心事は，調査票情報という
個体レコードから出発した場合にどのような統計データ論が演繹的に構築
できるのかという点にある。本稿で考察したような場所的変数の事後的な
付加による調査票情報の拡張といったような議論は，場所情報を面として
ではなく点として捉えることでそれが持つ場所的諸特性を個々の統計単位
と直接関係づけることによって初めて展開することが可能となるものであ
る。
図４　調査票情報の特性構成
場所的特性
＝ + + +狭義の場所的特性
場所的関係特性
〔注〕本稿での考察は図中の影をつけた部分にあたる。
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Expansion of statistical survey return records
by adding space-related variables
—inputs from David Harvey’s spatial languages—
Hiromi MORI
《Abstract》
Statistical survey return information obtained from individual 
questionnaire forms returned by respondents in the course of survey 
operation used to have been regarded in statistical practices as a set of 
information which embodies in full measure characteristics inherent in the 
surveyed individual units.  As individual units such as households, local 
units and establishments exist in the real field dimensioned by time and 
space, the obtained set of information, however, is also inevitably affected 
by time/space factors.  David Harvey’s discussion on the “spatial languages” 
seems to be quite suggestive when one tries to assess the intensity of 
varied space-related factors which may affect the individual record 
information obtained through surveys.
Harvey’s “relative spaces” can be translated as layers in GIS.  The 
present author proposes in this paper to convert relative spaces into 
“substance language” in his terminology by linking layers with a set of 
coordinate information that locates individual statistical unit.  Newly 
created varied sets of vector information which gives locational attributes 
inherent in respective spots may give appropriate measures to assess 
varied space-related factors’ effects on the statistical survey return 
information.  This paper will also discuss possibility of expanding individual 
statistical record information by adding space-related factors and thus to 
suggest the possible control of their effects in statistical analyses based on 
individual records.
